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Studies on tbe Effects of Heat Treatment on tbe Properties of Amilan. (H) 
Rates of Temperature Rise and the Properties of Amilan 
Ishio TSUJIMOTO， Nobuo MOTO]I 
For the purpose of elucidating the properties of Amilan under various conditions 
of heating and cooling treatment， and of establishing a suitable heat treatment to 
give the required properties for specific end uses， the authors subjected cold drawn 
samples of Amilan to dry heat treatments in a simi1ar way as was described in the 
previous paper under different rates of temperature rise in the furnace~ 
In case of treatment under no tension various important results obtained will be 
summarized as f ollow 
(1) The optimum temperature ranges for crystallinity and softness become higher 
to a certain degree on the occasion of sudden heating than that of sIower one. 
(2) The elastic recovery rates of samples treated by a sudden heating are smaIIer 
than those of untreated samples， and are larger than those treated by slow heating 
in Iower temperature ranges. The decreases of elastic recovery rates dependent upon 
the treating temperatures on the occasion of sudden heating become Iarger than 
those of slow heating. 
(3) The higher are both breaking strength and elongation in a heating range 













試料は T 社製延伸アミラン 30den.フィラメント数 10本引揃え〈正確には撚数301m.前
報は 130/mで撚数だけ異る〉を使用し，前報と金〈同ーの方法で自動温度調節付小型電気炉で無
緊張状態で乾熱処酒を施した。
昇温速度は前報では室温より炉θ昇温速度約 40C/minで 400Cより 20白C毎 1800Cまで 8種
の各種温度に加熱し，それぞれの温度に 5min間一定に保って後水冷 (W20つ空冷 (A240C土
lOC)及び炉冷 (F)を行ったが，本報に沿いては更に予め上記Dそれぞれの処理温度に一定に保
った炉中に試料を挿入し 5min間曝熱した場合(急激曝熱〉及びスライダツクを使用し前報の約
2倍即ち 80C/min(j)昇温速度にて室温より上昇せしめ，それぞれD温度に周じく 5min 間一定
に保った場合〈前報主徐熱とすれば中急熱〉のそれぞれにつき w.A. F C!) 3処理をした。次に前
報の場合と全く同様に 80g負荷 (30min)及rs除荷 (30min)の流伸試験，熱収縮率，破壊強伸度
及び平衡含有水分率等U測定を行い，前報θ結果と比較検討したo 'td..語温湿度は 19日C 士20C及




























22 福井大学工学部研究報告第 3巻第 2号
で論じた如〈速度が早い程転位量増大し，移動速度大註るため流伸度は W>A>FID順位に
表われる。負荷，除荷曲椋は拙物綿或は双曲線状をなす故，前報同様伸率 (y)と時間 (x)とD函
数関係は y= axb ID式で表示されるが，今負荷曲線。場合 40C/min([)場合と併せて歪〈伸率〉
を粘弾性伸率及び粘性伸率に分解して冷却速度効果による温度依存性を検討すれば次D如くなる。
グロープは温度により支配される応力白時間効果である故一定温度に告いて応力 dは仲率 e，
クリ{プ率 u( = de/dt)及び時間tlD函数である。故に
σ= F (ε， u， t ) 
dO' = (aσ/fT) de十 (OdjOU)du十 (oσjot)dt 
しかして一定応力下では dd= 0クりープ率一定である所謂定常状態では du=0，従って一
定クりーフ。率即ち最小クり戸プ率は次の如くなる口
u = dejdt =ー (8σ/θt)j (伽/8e)
従って上式右辺白分子を軟化係数と称すれば分母は硬化係数を表わし両者の比の符号を変じた
もりである。大体実験に3暑いて 30min以上に十分長時間負荷すれば，ある時間後にはクリープは
停止すると考えられ，そり時は u=O従って θσ/at= 0となり応力の時間効果は停止する o U 




即ち ε= f (o， t) 
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より多少増加し 1000C以下は漸次減少し 1800Cではやはり急激に低下する。 主主告ig:温処理D場合
は冷却効果による影響差は少いが，高温処理では多少明瞭た差を示し 40C/min([)場合と同様冷却
速度効果D凍結度に関係する結品化により W>A>F([)序列を示す。低温に沿いて 40C/min([) 






4 . 総 括
アミラン延伸試料を無緊張状態で電気炉を用い炉の昇温速度。変化を加味し前報同様乾熱処理
後冷却速度，遅速効果による離維の特性挙動に関し種々検討を行い本実験の範囲内に語いて考察さ
れる主項目を列挙すれば次D如くである白
(1) 絵熱より急熱すれば結晶化好適温度域及び軟化域が多少向上する。
く2) 急熱すれば低温度域に3まいては未処理時より弾性的回復率む滅少が徐熱時より多少小さ
くたるが，処理温度に依存する減少傾向はやや大となる。
(3) 破壊強伸度は大約処理温度40-1600Cq:)範囲内に沿いて徐熱Eつ徐冷する程大となる。
最後に次報には光学的性能に及ぼす野響につき報告白予定で本実験測定に当り一部援助を頂い
た官川修，谷口和夫両君に衷心より感謝。意を表する次第である口
註
D 辻本，元治，本誌第3巻，第1号〈昭和29年〉熱処理加工によるアミラ y白特性に関する研究〈第1報〉
